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I. はじめに

日本近世の数学が、中国数学の影響の元に成立したのは、間違いないところである。この時期は、
いわゆる南蛮文化が伝来した時期でもあるので、西洋数学の影響も考えられるところであるが、開

平方や開立法という中国数学でも和算でも基本となる高次方程式の初歩にあたる部分に西洋数学
の影響は見られな $A$

$\backslash 4$

。

しかし、 日本への中国数学の影響と言っても、『楊輝算法』 (楊輝 1275年) や『算学啓蒙』 (朱

世傑、 1299年) は 13世紀の数学書であり、『算法統宗』 (程大位、 1592年) は 16世紀の数学書

と数百年の違いがある。 これは、計算器具で言うと宋元は算木 (簿) による演算であるのに対し、

明代は珠算による演算が主である。 また、『楊輝算法』と『算法統宗』は南中国数学に属している
が、『算学啓蒙』は北中国数学に属しており、その性質は異なっている。また、 上記 3部の数学書

以外にも数多くの数学書があり、日本数学への中国数学の影響と言っても、時間的にも空間的にも

そして社会的にも分類して考察する必要があるだろう。

算木数学の代表的な–$\ovalbox{\tt\small REJECT}$l$\grave$AjF$\not\in$Xの$\Re$#や$*\mathscr{Z}$の$\varpi$F# $\ovalbox{\tt\small REJECT}$g$\mathscr{X}\mathscr{L}$くなされており、伝来過程の研究に成

果が出ていると言ってよいだろう。そこで、本稿では、『算法統宗』にも記載されてはいるものの、
これまであまり注目されていなかった「蘇州号礪」の日本伝来を考察することによって、中国数学

や西洋数学の影響を具体的に考察したい。『塵劫記』 (吉田光由、 1627年) を始め、 日本近世の数

学に最も影響を及ぼしたとされている『算法統宗』が「蝿芳和算期」の地方の人々に対して、 どの

本稿は、科学研究費補助金、基盤研究 (C) 課題番号 22500962「日本近世数学史における東アジアと
日本の交流」 と国家科学委員会専題研究 $NSC98-2511-S-327\cdot\omega 1-MY3$「中國古代数學封日本江戸時代
關孝和學派的影響」 の補助を受けた共同研究である。
1大阪教育大学国際センター教授 jochi\copyright cc.osaka-kyoM $\iota$acjp $hnp:/mw.$osaka-kyoiM$\iota$acjp $\sim$j$\alpha$hシ

2台湾国立高雄第一科技術大学応用日語系副教授 lbw\copyright cmls.nkfistkedutw
3台湾義理守大学応用日語系副教授 ch3hao@gma $i1$ . com
4鈴木久男 (199312) 「開法-塵劫記と諸算記 (資料)」参照
平山諦 (1993) 『和算の誕生 Jl :6143では『諸算記』 (百川忠兵衛、 1641年) の開平方にニュートンの

近似計算法に類するものがあるとされているが、百川忠兵衛 (著) 鈴木久男 (校注) $([\alpha 1;1994)||$新編
諸算記 Jl $:3$

、
$178$では、影響がないとしている。また、鈴木武雄臆 004) 『和算の成立 Jl :15-22では、『算

法勿憧改』 (村瀬義益、 1673年) に『同文算指』 (マテオ リッチ ($MX\infty$ Ri$\alpha$i、利焉蜜) 李之藻、 1613
年 $)$ との関連性を述べているが、上野健爾教授らの研究 (個人情報) では否定的である。
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ような影響力を持っていたのかを考察する一助としたい。

�．先行研究と時代背景
中国では、李綴 (1928;1954) 「永楽大典算書」、李微 (1930;1954) 「宋楊輝算書考」によって宋

明代の研究が行われているが、「$**$州号礪」 については触れられていない。初めて触れたのは、藤

原松三郎 (1944) 「宋元明数学の史料」であるが、 ほとんど注意されていなかった。 これは、 明代

数学史研究全般に言えることであるが、民間に普及した数学を軽視する風潮があり、これまで研究
は少なかった。

しかし、明代は珠算の時代であるため、珠算の連盟協会では研究が続けられていた。これらの

研究は、 玉石混交の状態であるが、重要なものも少なくない。鈴木久男 (1964) 5などは、 まとま
った研究と言える。 また、『算法統宗』は、和算の源流であるため、和算の研究からも珠算を研究
している。 また、『指明算法』に関する研究では、小倉金之助 (18851962)のものがある 7。

武田楠雄が 1950年代に発表した論文群では、現存する算書の全ての問題に通し番号をふり、そ
の系譜を研究した。明代では、『算法全能集』・『詳明算法』によって、歌訣による数学公式の暗記
という方法が確定し、その後『算法統宗』系、『指明算法』系、『盤珠算法』系と 3つの系列になっ
たとした。

近年、 拙稿が本誌などに発表 8され、宋末から明代の研究を進められているが、 こうした状況を
踏まえ、「蘇)刊号砺」 の伝播を考察したい。 この 「蘇州号砺」 は台湾や香港など南中国に近年まで

残されており、台湾との共同研究という方式で進めたい
$\circ$

$m$ . 「蘇州号砺」 とは
「蘇州号砺」 とは、 日本で最も普及した中国数学書の一つである『算法統宗』 (程大位、 1592

年$)$ では、「暗馬式」 (の記号) と呼ばれている数字 (記号) である。 これは、湯浅得之の訓点本 (湯

浅得之、 1675年) にも記載されており、名称はやはり 「暗馬」 である。 また、 清代に梅穀 9成
(16811763)が編集した『増刷算法統宗』 (程大位 (著). 梅穀成 (編)

、
1757年) にも同様の記載

があり、 中国でも日本でも一般に普及していた符帳と言える。

このように、中国で珠算期 (主に明代) に普及した符帳であるが、その起源は形状から見て明ら

かに算木のものである。算木時代の宋代では、数学書に算木の布算を記述して、算木操作を分かり
やすく解説するようになった $10_{\text{。}}$ 「蘇)$|\grave|$号礪」 は、 こうした算木の表記方法から変化したものと言

5鈴木久男 (1964) 『珠算の歴史』参照。
6日本数学史の時代区分における近世の数学。具体的には、 1712年の『発微算法』(関孝和、 1712年)の刊
行から明治 10 (1877) 年、 東京数$\gravearrow$

J

$\grave$

会社の設立までとするのが最も一般的である。 また、 この和算期も
前期と後期 (『精要算法』 (藤田貞資、 1781年) 刊行前後) に分けて考えると、江戸時代の和算の理解が
容易である (城地茂 (20052009) 『日本数理文化交流史 Jl :12)。
7小倉金之助 (1935) [r数学史研究 $\underline{U}vol.1:2$

。

8城地茂 (2003) 「台湾における日本統治時代の珠算教育」、城地茂 (2003) 「『楊輝算法』再考」、城地茂

(2004) 「中田高寛写、石黒信由蔵、『楊輝算法』について」、城地茂 (2007) 「南中国数学の日本伝播一

『算法統宗』『指明算法』から『塵劫記』」、城地茂 (2007) 「瑞成書局版『指明算法』一日本統治時代の

台湾における漢籍数学書の出版」$\circ$

9 「禾」 が「王」 になった漢字。
10北中国数学である天元術や大術求一術を記述する数学書では、算木をそのまま記述している。算木で
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える。 なお、「蘇州号礪」の字体は、ユニコードや Big5に登録されており、 コンピュータで扱う

ことができるようになっている。 (表 1参照)

表 1 ユニコードの「蘇州号砺」

算木では、 5までは算木を 1本ずつ並べる 11が、 3以上になると判別しにくい。そこで、 4は又

で表し、 5は上に五珠に相当する算木 1本で、下が $0$ になっている。 つまり、 1 $\sim$ 3までは算木

の縦式、 6から $8$
、

$9$ は横式が変化したものと考えられる。 5も横式 $0^{1}$ から変化したものと考え
ると、 $5\sim 9$ までは横式と考えるべきだろう。 9は下に 4である又が、 上に五珠に相当する一算

が置かれているのである。

このように、 4と 9が特殊になっている他は算木の布算と同じである。後述するように、 5には

縦式と横式の 2種類がある。
「f$|=$州号砺」 の呼び方は、場所によっても時代によっても異なっている。『算法統宗』には 「暗
馬式 (数字)」 と明記されているが、「蘇州碍子」 と呼ばれることが多いようである。 日本にも伝わ
っており、「蘇州号砺」 と呼ぶことが多い。 別称としては、 中国圏では、

馬子暗数 [盤珠算渕 (徐心魯、 1573年)の名称

暗馬 (式) 『算法統宗』 (程大位、 1592年)『指明算法』 (万暦 ?) の名称

蘇州砺 蘇 H$|$砺子から子の文字がなくなったもの。

花砺商業速記の意味
中国数砺香港の小学校教科書の名称，

台湾砺 台湾での俗称 $\searrow$

番仔礪台湾での俗称 台湾省台南県塩水鎮の地名 12‘:
草礪 台湾での俗称

$\mathscr{N}^{-\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}-}ffl^{13}$ 台湾での俗称 檀
$\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}$

榔ろ
$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

売り場屋台で使われたものか?

日本では、

阿蘭陀符帳 『算用萬取集日記 J (四家福房、 1798年)

は正数は赤、負数は黒で表示するが、印刷は単色刷りなので、負数には 1 (個) の位の算木を 1本斜め
に置いた記号で表記するようになった。
11 『孫子算経』巻上「凡算之法」に「先識其位、一從十横、 百立千優、千十相望、萬百相當」、巻上「凡
乗之法」 には「六不積、 五不隻」 とある。
12台湾省台南県塩水鎮に番仔寮、番仔暦という地名がある。

13台湾語 (閲南語) で檀榔の意味
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薬商通用符帳 『諸商人通用符帳』 (東京三階堂 (編)
、

1893年) など
$\Re^{m})||)|$号礁 ウィキペディア (日本語版) に登録されている名称

などがある。

算木式数字が現存する最も古い記載は、『楊輝算法』である 14。『算学宝鑑』 (王文素、 1524年)

にも同様の記述があり $15$
、 明代へ伝わっていたことが分かった

算木そのもので表す方法は、 さらに遡ることができる。 司馬光 $(1019\cdot 1086)$ の遺著である『潜
虚』でも用いられている 16が、 5を又で表している。

図 1 『楊輝算法』「乗除通変算宝」 図 2 『算学宝鑑』巻 $4$
、

$7$ 丁表 17

巻中 3丁表 巻中 7丁表

『楊輝算法』の例では、「(身外) 減一位」 算法で、除数が 11から 19の計算例である。 3丁表

の計算問題は、
$19152\div 56=19152\div 4\div 14=342$

というものであるが、 56を 4と 14に分解し、計算速度を高める工夫をしている。
$4788\div 14=342$

4788の最上位 4より 1少ない数 3が商の最上位 300になり、この 3に 14の 4を掛けた 12を

47から引いて 35になる。 35のうち、 3(参) は商の最上位とし、次の被除数 588になる。 その

上位数 5より 1少ない数 4が商の二位になり、 この 4に 14の 4を掛けた 16を 58から引いて 42

14従来、 一般に宋代ごろと言われていたが、現存する最古の記載が『楊輝算法』にあることが本研究に
より確認できた。

l\={o} 藤原松三郎 (1944) 「宋元明の数学」 :173-174。
16萢文瀾 (他) (1978;2008) 『中国通史』第 7章第 4節 $(-)$ 科学技術参照。
17任継愈 (他編) (1993) I中国科学技術典籍通 t 2:396
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になる。 4は商の二位として、被除数は 28になる。 最後に商が 2になり、 28がなくなり、答え

34巳が得られるというものである。
$4788\div 14$

3 $5\mathfrak{B}(47\cdot 12(3\cross 4))$

3428 $($58-16 $(4\cross 4))$

342

このとき、商は漢数字 (「大写」) で表し、被除数の 1段目に 4が、 2段目に 5が現れるが、 この

算木数字が特殊なものになっているのが分かる．5 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathscr{X}^{-}4$ は、 又となっている。
–,. . $\frac{\text{の}}{}--$ヲ

$\vee\sim$

$;\iota@_{\backslash }*\subset)$ .
$\subset_{\bigwedge_{\vee}\cdot\bigwedge_{\prime}}.)k^{\gamma}\backslash ")_{:_{d^{l=}})}^{p_{T}\triangleleft}\Re^{\searrow}:C^{\backslash }:||_{-d^{t}}\{i\overline{\not\in}\backslash \iota^{t}..[\theta’..\cdot$

$\lrcorner r^{arrow}$

$(– \wedge|\bigwedge_{-}r|)\vee\cdot$

$\S\int$

$\S^{\S}\S^{2}\frac{\prime}{;i}\backslash$ $\vee^{-}\Phi^{\zeta j_{t})}\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\vee}\}\^{\otimes 1}(rk^{\vee}$

.
$\#^{\_{t}}\wedge$

$\Re^{-}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

,

$\{j\}_{-}:..\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }^{\wedge^{\otimes_{o_{\wedge}^{\rangle}}}}:_{\bigwedge,}$

.

$i\downarrow$

$\text{ィ_{}\overline{t}}:\overline{i}=/$

$*’|)$

$’ r\}j^{\Gamma}J$
ノ

$-$

$)-\},\delta^{\theta\vee}$

$i’$

$|$

$\rangle$

:
$-$

$arrow\tau$
$\sim\backslash$

$\{$

$?$ .

図 3 『盤珠算法 $\sim$ 系 (横幻 図 418 図 $5^{}$ 図 6 $\mathfrak{U}I$ 図 721

『算法統宗』『指明算法』系 (縦式)

まとまった体系として記載したのは、『盤珠算法』(徐心魯、 1573年)が最初である。 万暦 (調)

算$]$では問題だけの記述ではなく、「大数」「小数」 といった用語を巻頭に記述しており、その
中に「馬子暗数」 として記述されている。 この数字では、 5がカタカナの「チ」のような形になっ
ており、現行のもの (横瑞からの変化) と異なっている。筆者は、算木の縦式 \={o} から変化したも
のではないかと考えている。

『算法統宗』には、「暗馬式」 として同様の符号を載せている。『盤珠算法』と異なるのは、現行

のように横式から変化したと思われる 5を使っていることである。『指明算法』 (夏源沢、 1439年)

にも『算法統宗』とほぼ同様のものが記載されている。現存する『指明算法』は『算法統宗』の影

18 『増補算法統宗大全』 (京都文興堂本、 1884年)
19 『増刷算法統宗』 (上海広益書局本、 1914年 5月) 巻 $1$

、
$2$丁表

20 『増刷算法統宗』 (書店、発行年不明、 民国初年頃か) 巻 $1$

、
$2$ 丁表

21 『指明算法』 (城地茂蔵書、 1898年版) 15丁表
22武田楠雄 (1953) 「中国の民衆数学」、武田楠雄 (1954) 「明代における算書形式の変遷」参照
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響を多く受けたもので、 15世紀の原著とは大きく異なったものと考えられる 23。
このように、『盤珠算法』系では横式であり、初期には、 1 $\sim$ 5までが横式 6以上が縦式だっ

たと考えられる。 それが、『指明算法』『算法統宗』以降、横式に変化していったようである。

VI 台湾の「暗礪」 と『指明算法』
中国大陸では、 1930年代には、『算法統宗』しか生き残っていなかったようである。 日本統治時

代に漢籍を発行するため、台湾の瑞成書局が%種本を買い付けに行った上海では、 もう、その他の
算書は残っていなかったようである。 これに対して、台湾では、『指明算法』の出版元が福建省で

あったことも関係するのであろうか、同年代まで『指明算法』と『算法統宗』の 2種がその生命を
保っていた。 したがって、台湾での「暗砺」 は、『指明算法』『算法統宗』系のものである。

$Q$ $i$ $t$ ; $\}|_{l}^{)}$
$\aleph$ ff

$0$ 1 2 $’$

ふ重き禽 30

図 8 台湾式「暗礪」 25

台湾では、 高雄県美濃鎮では、 1970年まで、使われていたという記録がある 26が現在では見る

ことができない。なお、香港では、 さら生き続け、筆者も 1980年代まで伝統的市場などで見かけ
た経験がある。なお、沖縄にも語源としては「蘇州礪」から来た「すうちうま」という独自の記数

法があるが、名称だけで、異なるものである。

V.日本での 「蕉 3)刊号隔」

福島県いわき市は、 旧平藩であり、和算家の大名として有名な内藤政樹 (1706$\cdot$ 1766) が延岡

に転封される以前の領地である。また、関孝和の外祖父である湯浅与左衛門の主家、安藤家の最後
の領地であり、 和算と縁の深い地である。

お武田楠雄 (1953) 「中国の民衆数学」、 児玉明人 (1970)『十六世紀末明刊の珠算書』などでは、 明記し
ていないものの『算法統宗』の影響を論じている。城地茂 (20074) 「南中国数学の日本伝播」、城地茂
(20079) 「瑞成書局版『指明算法』では『算法統宗』の影響を実証した。

24台湾に現存する最古の書店、 日本統治時代の 1912 !創業 城地茂 (20079) 「瑞成書局版『指
明算法』一日本統治時代の台湾における淺籍数学書の出版」参照。
25 『算法統宗』や『指明算法』では、「暗馬 (ママ) 」 とされている。 出典は、片岡厳 (1924) I台湾風俗
誌 Jl :263。

26張二文 (2002) 「美濃土地伯公的祭祀與聚落的互動」
$htt\mathfrak{v}://www$.ntl.edu.$tw/\mathfrak{v}\iota iblish/\mathfrak{v}ublish$ .aso?$\mathfrak{v}$id$=$3&mkev$=39_{o}$ また、『王敬祥関係文書目録』「軍資金掲
款清輩」 $(0028X]912$年 $2$ 月 $20$ 日 $)$には「其得資金三千七百十五圓十毛 作者不明，似爲王敬祥筆遮 用蘇
州礪字記帳 」 とある ht $://www$.lib.kobe-u.$ac.\cdot/roducts/okeisho/mokuroku.html$) ので、昭和初年
にも当然ながら使われていたことが分かる。 なお、 美濃は客家系の集落として有名である。
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このいわき市を調査した際四家久央氏に代々伝わる『 $\mathscr{N}^{\Lambda}\mathscr{H}^{\lambda}\mathscr{N}\dot{\text{日}}B^{-}4$ $( \mathscr{H}_{\ovalbox{\tt\small REJECT}}^{\underline{|}}g^{\underline{\langle}}\frac{\dot h_{L}^{*}}{\ovalbox{\tt\small REJECT}}27$、寛政

$10$ (1798) 年) に「蘇州号礪」の記述があった。

図 9 『算用萬取集旧記』 (四家福房、 1798年) 図 10 四家福房像

これによれば、 「阿蘭陀符帳」の名前で、縦式の変化と思われる 5を使った「蘇州号砺」が見ら
れる。筆者は、これまで和算書で「蘇州号砺」の記述があるものを知らなかった。また、オランダ

という名称を使われるのは驚きであった。

さらに、 明治維新以降も、符帳は使われ続けてい為 『諸商人通用符帳』の薬商の項である。

図 11 『諸商人通用符帳』 (東京三階堂 (編)
$\backslash$

1893年)

これら二つの史料は同様のもので、 5の形状は、「子」のような符帳でほとんど同じであり、同

じ系統のものであるのは明らかである。薬商がよく使うというのは、漢方薬の関係で中国と関係が
深いからなのだろうか。いずれの史料も、読み方も中国語 (北京語) のルビがカタカナでふられて

いる。

27幼名は勇吉、通称は又左衛門。平頼置、 四家義康とも。 1784-186& 「寛政十成午ノ歳 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ $\backslash$今年明治十二
年己卯歳迄八拾二年$=$成Wレ、勇吉$\nearrow\backslash$又左衛門福房ノ幼名也 八十五歳ニテ明治元成辰二月光四日二没ス。
寛政十午年 J $\backslash$、拾五歳之時ナリ。 右 福備 $(1824 ?-1898)$ 記焉 卯月初の四日 筆の跡見るにつ
けてもなつかしく涙催ふすニー天作」。妹が湯長谷藩内藤家代官 樫村武兵衛好信室 ただし、和算家

で、湯長谷藩士 樫村彦兵衛好察 (藤田貞資門人) と樫村好信との関係は不明。 また、福備 (過去帖に

は明治 31年酉 2月 27日没、 74歳とあるが、明治 31年は成年。通称は又兵衛、明治になって又平。 ) が

樫村好信の 3男で福房の養子となった。
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VI.まとめ
「$+))|\iota|$号礁」 は、 宋代に算木の記述から発展し、民間に普及した符帳である。 中国本土、 台湾、

香港では、『算法統宗』『指明算法』系 (5が横式) の「蘇用号礪」が用いられていた。 日本では、
漢訳洋書の禁輸が緩和されたのが享保 5 (1720) 年であり、 その後、「蘇州号礁」が普及したよう
である。 したがって、『算法統宗』系ではなかった。『盤珠算法』系とは断定できないが、 5が縦式
の系譜を引くものと考えられる。
『算用萬取集日記』の筆者である四家福房と関係がありそうな和算家の樫村好察 (1788年頃)

であるが、天明 8(1788) 年 2月に増上寺境内の萱野天神 (天満宮) に算額を奉納したことが、『神
壁算法』 籐田貞資、 1789年) 巻上 17丁裏$\sim$ 18丁表に記述されており、藤田貞資 (1734-1807) の
門人の関流和算家である。江戸で学んだようであるので、樫村好察の関係で「蘇州号砺」を知りえ
た可能性があるが、推測の域を出ないものである。
また、 会田安明が著した『阿蘭陀算法』 (山形大学蔵書) には、「蘇州号砺」 の記述はなかった。

三宅尚斎 (著) 沼田敬忠 (註) 『阿蘭陀町見 Jl (1721年)にも 「蘇)刊号硝」 の報告はないので、 こう
した数学書ではなく、寺子屋の教科書である往来物のような書物から「蘇州号礪」を知りえたので
はないかと考えている。

「蘇州号砺」は、『算法統宗』などによって、江戸時代初期に伝わっていたはずである。しかし、
このときは普及せず、 地方和算期に普及し為 「阿蘭陀符帳」名称であるが、享保 5 (1720) 年に
漢訳洋書の規制が緩くなったので、 これ以降であることは容易に想像できる。 『算用萬取集旧 $\equiv$

ロ

$arrow$

何
の名称からして、何らかの種本から集めたものと考えられる。どのような過程でこの名称が流布し
たのか、今後の研究課題としたい。
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Chinese Mathematical Arts in tbe Song Yuan and Ming Dynasties and the Duoeh Numerals”
-The Suzhou Numerals Transmitted into Japan
JOCHI Shigeru, LIU Bowen, CHANG Hao

Abstract
Yang Hui $(13_{C})$ used the Suzhou Numerals at the Yang $Hui$ Simra in 1275. Chinese mathematicians

used the counting rods, then Chinese scientists developed the Suzhou Numerals fiom them. Then Chinese
mathematicians in the Ming dynasty, Xu Xinlu (about 1573), Cheng Dawei (1533-1606) used two $\Psi pes$ ofthe
Suzhou Numerals, then Chinese merchants used them for their business.

Chinese melchants in the $20^{th}$ century in main land, Taiwan and Hong Kong used Cheng Dawei’s type.
Then Japanese mathematicians used the similar to Xu Xinlu’s ype in the $18^{th}$ century, and their name was the

$:D\mathfrak{W}h$ Numerals” in the &$\nu\nu$o Yorozu Toriatslme Nikki (Shike Fukufusa, 1798). Japanese merchants used
them in the $19^{ffi}$ century at least

$TheIefo\ddagger e$ the author conclude tha$\ddagger$ the influenoe of Cheng Dawei, that is to say, the Suanfa Tongzong
(Cheng Dawei, 1592) was limited in the end ofEdo period.

Key Words; the Suzhou Numerals, the Dutch Numerals”, the YangHuiSuanfa(Yang Hui, 1275),, the

Suanfa Tongzong(Cheng Dawei, $1592h$ the Sanyo Yorozu TonalsumeNikki (Shike Fukufhsa, 1798)
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